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当所３号機（沸騰水型、定格出力 78 万４千キロワット）は定格熱出力一

定運転中ですが、本日午後２時 40 分頃、ＩＡＥＡ＊１査察のために使用済

燃料プール内に保管されているＭＯＸ燃料 ＊２ １体をプール内で移動して

いたところ、当該燃料集合体の下部にテープ片らしきもの１枚（長さ約 10

㎝×幅約５cm）が付着していることを目視にて発見いたしました。 

今後、回収作業を実施いたします。 

 

以 上 

 

 

     

 

 

 

 

 

＊１ ＩＡＥＡ 

    原子力の平和利用を通じて世界の平和と健康と繁栄に貢献することを目的に 

設立された国際機関であり、原子力が軍事目的に利用されないための保障措置の

一環として原子力発電所における燃料の査察などを行っている。 

＊２ ＭＯＸ燃料 

    ウランと使用済燃料から取り出したプルトニウムを混ぜて作った燃料。 
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